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様式第２号（第５条関係） 

平成２７年度第２回久喜市介護保険運営協議会会議録 

発 言 者 会 議 の て ん 末 ・ 概 要 

司会 

(中村課長) 

皆様、こんにちは。ただいまから、平成２７年度第２回久喜市介護保険運

営協議会を開催いたします。 

委員の皆様には、公私ともにお忙しい中、ご出席をいただきまして、誠に

ありがとうございます。私は、介護福祉課長の中村でございます。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

開会に先立ちまして、現在の出席委員について、ご報告申し上げます。 

委員２０人中、出席委員１９人でございます。本運営協議会は、久喜市介護

保険条例第１５条第２項の規定により成立いたしますことをご報告申し上

げます。 

 議事に入ります前に、本日の配布資料について確認させていただきます。 

事務局 《 資料確認 》 

司会 本日は、地域密着型サービス事業所の公募についてほか４つの議題でござ

います。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

それでは、開会にあたりまして、大塚会長からご挨拶をお願いいたします。 

大塚会長 皆様、こんにちは。 

本日は、第２回の久喜市介護保険運営協議会ということで、次第にありま

すように、議事１は地域密着型サービスの公募要領です。議事２は、地域密

着型サービスの条例改正となり、人員基準、設備基準、運営基準をどのよう

な改正方針にするかと議論がなされると考えます。議事３は、地域密着型サ

ービスの指定について、議事４は、地域密着型サービスの指定更新について

となります。議事５は、平成２７年度居宅介護支援業務委託事業者になりま

す。限られた時間ですが、円滑な議事進行にご協力をお願いします。 

司会 

 

 ありがとうございました。 

 それでは、これより本日の議事に入らせていただきますが、久喜市介護保

険条例第１５条第１項の規定によりまして、大塚会長に議長をお願いいたし

ます。 

議長 

(大塚会長) 

 ご指名をいただきましたので、久喜市介護保険運営協議会の議事進行を務

めさせていただきます。 

 初めに、本日の会議にあたり、議事録署名人を指名したいと思います。大

澤信一委員、天海栄一委員の以上２名に議事録署名人をお願いいたします。 

 

《 了承 》  

 

それでは、議事の１地域密着型サービスの公募についてになります。事務

局から説明をお願いたします。 

事務局 

 
 《 資料１に基づき説明 》 

議長 ありがとうございました。事務局からご説明がございましたが、皆様、ご

意見ご質問はありますか。 

 久喜市は、看護小規模多機能型居宅介護が設置されていないということで 

す。この度は、地域密着型サービス事業所の類型である看護小規模多機能型

居宅介護事業所を公募したいということですが、平成２７年１０月２３日か 
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 ら公募要領を配布して、公募の結果は、来年になるということです。 

 もう一度、看護小規模多機能型居宅介護事業所、また、他の地域密着型サ

ービス事業所、１７事業所あるということですが、その説明をお願いします。

参考資料１に全て載っていますか。 

事務局 

 

 それでは、参考資料１をご覧ください。こちらが久喜市にある指定地域密

着型サービス事業所ということで、今お話に出ました、市内にある、地域密

着型サービスとして市が指定を行った事業所の一覧でございます。 

グループホームですとか、認知症デイ、それから小規模多機能型居宅介護、

夜間対応型訪問介護、定期巡回・随時対応型訪問介護看護といったサービス

がございますけれども、この中に看護小規模多機能型居宅介護という類型の

ものがまだ存在しないという状況でございます。 

議長 要はそうすると、参考資料１、現在の地域密着型サービス事業所として市

が指定しているのはこの一覧の事業所ですよと。それで、その中に小規模多

機能型居宅介護事業所がありますけれども、そこに看護が入ると。 

事務局 そういうことです。 

議長 そうすると、看護師さんが訪問したりする、そういうことが入ってくると。 

事務局 そういうことです。 

議長 ということのようでございます。 

これは、国の制度として前からあったものですか。 

事務局 

 

こちらにつきましては、平成２３年度の介護保険法改正によって新しく位

置づけられた類型になってございます。 

議長  するとそれが、久喜市の場合は今まで設置の動きがなかったけれども、こ

こで公募して、対応を図っていきたいということですね。 

事務局  そういうことです。 

議長  どうでしょう。よろしいですか、ご意見ございますか。 

宮地委員 看護小規模多機能型居宅介護の事業の内容をちょっと教えていただけれ

ば。あまり聞いたことがなかったもので。 

議長 事業の内容をもっと具体的に、ということですね。どうでしょうか。 

事務局 この審議会でも度々お話しさせていただいているところでございますが、

高齢者が地域で住みなれたところで長く在宅生活を暮らしていける条件を

整えるということが、いま非常に大事なことになっております。そういった

中で、在宅生活を続ける上では、特に独居の高齢者の方等を中心に、看護分

野と介護分野での見守りをして、適度な距離感を保ちながら在宅生活を支え

るという環境が非常に必要だという認識になってございます。 

そういった中で、小規模多機能型居宅介護という類型、こちらは市内に２

か所事業所があるところですけれども、こちらがまず以前設定されたサービ

スになります。これは、ショートステイと、訪問看護と、デイサービス、こ

の３つのサービスを一体として提供ができます。しかも、できた当時は２５

人が定員の上限だったわけですけれども、そういった比較的小規模な単位で

の提供を基本としています。中でも、通所を基本としていますが、例えば今

日はご家族が夜いらっしゃらないということで、今日は泊まりますよ、とい

うことでしたら泊まることもできるし、自宅に来てほしいという時には訪問

介護で訪問していただくこともできると、そういったニーズに応じた様々な

介護のスタイルを提供できるということで、このサービスにより多くの人の

在宅生活を支えていけるのではないか、というように考えられております。 
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 ただ、小規模多機能型居宅介護には医療的な見守りをする機能がございま

せんでしたので、医療依存度が多少高い方については、このサービスではま

かないきれないという面がございました。そういったことから、小規模多機

能型居宅介護に訪問看護を追加しまして、これも一体的に提供できる体制

が、介護分野と医療分野を一体として在宅生活を支えるという観点からもさ

らにいいのではないかというようなことで作られたサービスが看護小規模

多機能型居宅介護でございます。 

宮地委員  わかりました。訪問看護と訪問介護、ショートステイ、デイサービスの４

つのサービスが入っているのですね。ありがとうございました。 

議長  他にないようでしたら、要領のとおり公募することでよろしいでしょう

か。 

各委員  《 異議なし 》 

議長 それでは、要領のとおり公募するということで了といたします。 

続きまして、議事２の地域密着型サービス基準条例の改正についてです。 

事務局より説明をお願いいたします。 

事務局 

 
《 資料２に基づき説明 》 

議長 ありがとうございました。 

資料２を見ていただきますと、通所のデイサービスの中で１８人以下のデ

イサービスについて、市町村の地域密着型通所介護という形にしますよと。

これが１つですね。 

それで、市町村の地域密着型サービスという形態をとるので、市が指定す

ることになります。 

市が指定する場合については、条例で基準を設けなさいということになっ

ています。 

その条例がどうなっているかというと、参考資料２の地域密着型サービス

基準条例の構成ということで、第１章から第９章まであります。そこの第３

章の後に、第３章の２として地域密着型通所介護というのを入れます、とい

うことですね。 

基本方針、人員、設備、運営の基準の中身については資料で示されている

とおりで、大体今まであった省令のとおり市の条例の文言として入れていき

ます、ということです。 

最後に、上乗せ部分として、資料２の４ページ、介護給付費請求の根拠と

なる書類の保存期間を２年間から５年間にする、ということです。これは、

市として後々の請求のことを踏まえて省令と異なる規定にするということ

です。 

このような条例改正の方針ですが、皆様からご質問などございますでしょ

うか。 

各委員 《 質問なし 》 

議長 指定と出てきますが、この指定ということの意味はどういうことですか。 

事務局 事業所として運営していくためには指定というものを受けなけらばなら

ないということではあるのですが、介護事業所を設置、開始するに当たって

は、法律上２つの関門を通らなければなりません。 

１つは、事業所自体を開設するという部分ですが、こちらにつきましては、 



4 

 

 

根拠法令が老人福祉法というものとなりまして、こちらは、開設の届出手続

きによって開設を行うことができることになっております。こちらにつきま

しても、現在は、久喜市の場合は久喜市のほうが権限移譲を受けております

ので、久喜市のほうで届出を受けるという形になります。 

もう１つは、介護保険法の指定というものがその他にございまして、これ

に関しては、この指定を受けた事業所が提供した介護サービスの料金につい

て、介護保険のほうからお金が出ます、ということです。これを、介護報酬

といいますが、その報酬を受け取るための要件として、事業所の指定という

のを受ける必要があるということです。 

これより、厳密に言いますと、介護保険法上の指定を受けていなくても、

事業所の開設はできることになるのですけれども、ただその場合は、介護保

険からお金が出ませんので、実質上はお客様のご利用がなかなか進まないと

いうことになると思われます。 

そういったことで、実際としては老人福祉法上の開設の届出というもの

と、介護保険法上の指定というものはほぼ一体として市町村のほうで処理さ

せていただいているということでございます。 

議長  ありがとうございました。 

 例えば、特養などでは、老人福祉法で事業所の開設を許可し、介護保険の

指定を受けることで指定介護保険施設となります。病院のほうは医療法で開

設する。その中で、療養病床は介護保険法で指定する。老人保健施設は、以

前は老人保健法で開設していましたが、老人保健法は廃止となり、現在は介

護保険法で開設を許可しています。要は、他の法律で設置の許可をした事業

所について、お金を取る段階で介護保険で指定して払う、といった構造にな

っているわけですね。 

いわゆるヘルパー事務所なんかも、指定事業所として介護保険法で指定す

る。地域密着型サービスについては、新たな体系として、県から市町村に指

定権限を委ねて、市町村が指定する、そして市町村が介護報酬を払う、とい

うことになっています。このひとつとして、今回の定員１８人以下のデイサ

ービスを地域密着型サービスとして市が指定して介護保険で払う、というこ

とになるのですね。 

そういうことで、第３章の２に地域密着型通所介護の規定を盛り込んで条

例改正をしていくということですね。 

どうでしょう。よろしいですか。 

各委員 《 質問・異議なし》 

議長 それでは、地域密着型サービスについては、生まれ育った地域で暮らし、

そこで介護保険のサービスを受けるということで、市としても積極的にやっ

ていきたいということで、そのような観点から地域密着型通所介護を盛り込

んでいくということですが、説明のような改正方針でよろしいでしょうか。 

各委員 《 異議なし 》 

議長 ありがとうございました。それでは、案のとおり了といたします。 

続きまして、議事３の地域密着型サービス事業所の指定について、ご説明

をお願いします。 

事務局 

 
《 資料３に基づき説明 》 

議長 ありがとうございました。 
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 久喜市栗原にあります認知症対応型グループホームりんどうの里の経営

者が変わるということで、新たな運営者が指定申請をしてきたということの

ようです。市としては、今９人の方が共同生活をしておられるということで

事業者は変わりますが、事業を継続していくということで、指定をしていき

たいということで、皆様のご意見を伺いたいということです。 

どうでしょうか。 

各委員  《 意見なし 》 

議長  ただ、今までのいわゆる認知症デイサービスは、人員配置の問題でやらな

い。９人のグループホームを継続するということです。 

新たな事業所を指定するということで、よろしいでしょうか。 

各委員  《 異議なし 》 

議長  それでは、そのようにしたいと思います。 

 現在、認知症対応型共同生活介護においては、スプリンクラーの設置が必

要になります。以前はスプリンクラーの設置は、平米数によって設置するこ

とになっておりましたが、川崎市の火災事件などにより、認知症対応型共同

生活介護はスプリンクラーの設置が義務となりました。同様に障がい者施設

においても、スプリンクラーの設置は義務付けられております。スプリンク

ラーの設置においては、補助金は出ますが、建物の構造上設置ができるかと

いう問題もあります。 

それでは、議事４の地域密着型サービスの指定更新の説明をお願いいたし

ます。 

事務局 

 
 《 資料４に基づき説明 》 

議長  グループホームきらら(ぬくもりの家)とソレアード新白岡の指定更新と

いうことです。皆様からご意見、ご質問はございますか。 

各委員  《 質問・意見なし 》 

議長  スプリンクラーの設置は済んでおりますか。 

事務局 

 

スプリンクラーの設置ですが、久喜市内にある１０施設の認知症共同型生

活介護のうち、９施設についてはスプリンクラーの設置は済んでおります。 

 この後ご説明しますが、残りの１施設は移転増床することが決定してお 

り、移転後にスプリンクラーの設置が済むことが決定しております。 

議長  わかりました。 

 それでは、皆様、２事業所の指定更新は承認ということでよろしいでしょ

うか。 

各委員  《 異議なし 》 

議長  それでは、承認とさせていただきます。 

 次に、議事５の平成２７年度居宅介護支援業務委託事業所の説明をお願い

いたします。 

事務局 

 
 《 資料５に基づき説明 》 

議長  資料５の居宅介護支援業務委託事業所ですが、こちらの表で丸がついた事

業所が、委託した事業所ということになります。 

 事後承認となりますが、皆様からご質問、ご意見はありますか。 

各委員  《 質問・意見なし 》 

議長  事後承認になりますが、ご意見なしということで承認とさせていただきま 
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議長 す。 

 議事は、以上となりますが、事務局から６番のその他ということで、なに

かございますか。 

事務局 

 

それでは、その他といたしまして、２点ございますので、順にご説明いた

します。 

 まず１点目は、市内認知症対応型共同生活介護事業所の移転増床について 

です。参考資料１をご覧ください。 

 移転増床しますのは、認知症対応型共同生活介護の１０番グループホーム

ひだまりの家栗橋でございます。現在は栗橋地区小右衛門、利根川の土手に

沿った場所に１ユニット９床の施設としておりますが、こちらが同じ栗橋地

区の国道１２５号沿い、バーミヤンの裏手の場所に２ユニット１８床に増床

して移転いたします。 

 ２点目は、次回の協議会についてです。次回は少し離れまして来年３月中

旬を予定しております。例により、正式な日程は調整の上、後日改めて皆様

にご通知を申し上げますので、よろしくお願いいたします。事務局から以上

となります。 

議長  以上で、本日の議事は全て終了となります。 

 皆様、ご協力ありがとうございました。 

司会 

 

 ありがとうございました。 

 それでは、閉会にあたりまして、木伏副会長よりご挨拶をお願いいたしま

す。 

木伏副会長  皆様のご審議により、本日の会議をスムーズに進めることができました。 

 本日の会議におきまして、事前に送付されました資料に目を通しました

が、いずれ自分自身も介護施設にお世話になることを考えた時、介護施設が

どのように開設をして、どのように運営されているのかまだまだ勉強不足も

ありますが、勉強を進めていきたいと思います。 

 会議を進めていく上で、自分自身にとっても皆様に学ぶことが多いと思い

ます。今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。本日は、誠にありがと

うございました。 

司会 

 

 それでは、以上で、久喜市介護保険運営協議会を閉会させていただきます。 

 本日は、ご多忙の中、介護保険運営協議会にご出席を賜りまして、誠にあ

りがとうございました。 

会議のてん末・概要に相違ない事を証明するためにここに署名する。 

 

 平成２７年１０月２６日 

 

 

          議    長   大 塚 健 司              
 

 

          議事録署名人   大 澤 信 一              
 

 

          議事録署名人   天 海 栄 一               
 

 


